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本研究は，加熱炉の燃焼プロセスで代表される複雑な産業プロセスの新しいインテリジェント制御手法を提案す

ることを目的に進めてきており，当初の計画に従い，以下の研究成果が得られた。 
• 加熱プロセスのモデリング手法について検討した。加熱炉の燃焼プロセスが強い非線形性，不確かさ，大

きな無駄時間を持っており，非常に複雑である。その挙動を正確に表現するために，昨年度からそのモデ

リングについて検討し，具体的に，Radial-basis-functionに基づくニューラルネットワークを用いてモデリング
し，また，Growing and pruning法とExtended Kalman filter法を融合し，ニューラルネットワークの構造とパラ
メータを調整するようにした。今年度は，特に，現場での実運転により，本モデルの有効性を検証した。 

• 加熱プロセスの最適化について検討を行った。具体的に，まず，熱伝達と境界条件をもとに，加熱炉およ

び加熱鉄板材の温度を予測するモデルを作成し，次に，Hybrid Particle Swarm Optimization手法を用い
て最適な定常状態を求め，最後に，その最適状態に追従するように，加熱炉の温度制御系を構築した。本

手法と現在現場で広く用いられている Nelder-Mead simplex 法と比較検討し，本手法はより高精度な温度
制御を実現することができることは明らかになった。 

• ニューロ・ファジー制御手法を用いて加熱炉燃焼プロセス制御システムの設計法を検討した。加熱炉の温

度ゾーン間の干渉を抑え，制御問題を簡素化するために，非干渉化を行わなければならない。加熱プロセ

スの複雑さを考え，ファジークラスタリング，ニューラルネットワークと免疫システム手法を融合して，ファジー

ニューラルネットワークディカップリング手法を開発した。この手法を援用した温度制御システムは，従来の

手法に比べ，高い制御精度が達成できることは検証された。 
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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